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主
な
業
績
と
回
顧
（
河
野
）
五
主
な
業
績
と
回
顧
河
　
野
　
康
　
子
　
法
学
志
林
に
掲
載
す
る
業
績
目
録
を
作
成
す
る
こ
と
に
な
り
、
尊
敬
す
る
成
澤
光
さ
ん
（
先
生
、
と
お
呼
び
し
て
𠮟
ら
れ
た
の
で
）
が
退
職
の
際
に
『
法
学
志
林
』
に
執
筆
さ
れ
た
エ
ッ
セ
イ
を
思
い
出
し
た
。
も
ち
ろ
ん
成
澤
さ
ん
に
は
及
ば
な
い
こ
と
は
自
覚
し
て
い
る
が
、
業
績
目
録
に
代
え
て
発
表
順
に
印
象
に
残
る
著
書
と
論
文
、
資
料
紹
介
等
を
選
ん
で
記
す
こ
と
に
し
た
。
執
筆
当
時
の
こ
と
を
思
い
出
し
つ
つ
反
省
の
意
味
を
込
め
て
。
一
、「
沖
縄
返
還
を
め
ぐ
る
陸
軍
省
の
政
策
転
換
過
程
─
米
議
会
・
総
理
府
と
の
関
連
に
お
い
て
─
」（『
東
京
都
立
大
学
法
学
会
雑
誌
』
第
二
四
巻
第
二
号
一
九
八
三
／
一
二
）
　
修
士
論
文
。
執
筆
に
先
立
っ
て
一
九
八
二
年
秋
、
初
め
て
沖
縄
に
行
っ
た
。
琉
球
大
学
図
書
館
の
書
庫
で
米
議
会
の
議
事
録
を
読
み
、
ア
メ
リ
カ
統
治
下
の
沖
縄
に
対
す
る
日
米
両
国
政
府
の
援
助
政
策
を
論
文
に
ま
と
め
た
。
当
時
、
沖
縄
統
治
の
主
管
官
庁
は
ア
メ
リ
カ
で
は
陸
軍
省
、
日
本
で
は
総
理
府
だ
っ
た
。
両
者
の
競
合
と
協
調
の
政
治
過
程
の
な
か
で
陸
軍
省
が
政
策
転
換
に
踏
み
切
っ
た
こ
と
を
テ
ー
マ
に
し
た
。
し
か
し
、
な
ぜ
沖
縄
返
還
を
テ
ー
マ
に
し
た
の
か
は
っ
き
り
し
た
記
憶
が
な
い
。
学
部
生
の
頃
に
沖
縄
返
還
に
関
心
法
学
志
林
　
第
一
一
五
巻
　
第
一
・
二
号
合
併
号
六
を
持
ち
、
そ
の
後
、
佐
藤
・
ニ
ク
ソ
ン
会
談
で
「
核
抜
き
本
土
な
み
」
の
合
意
に
達
し
た
報
道
に
驚
い
た
こ
と
は
覚
え
て
い
る
。
な
ぜ
「
本
土
な
み
」
で
よ
い
の
か
、
不
思
議
だ
っ
た
。
私
自
身
は
学
生
運
動
と
は
縁
が
な
か
っ
た
に
も
拘
わ
ら
ず
、「
本
土
な
み
」
が
安
保
条
約
適
用
で
あ
る
こ
と
は
理
解
で
き
た
。
つ
ま
り
六
〇
年
に
は
あ
れ
だ
け
大
き
い
反
対
運
動
が
あ
っ
た
の
に
、
そ
の
安
保
条
約
の
沖
縄
適
用
で
交
渉
が
ま
と
ま
っ
た
こ
と
に
不
思
議
な
感
覚
が
残
っ
た
の
で
あ
る
。
大
学
院
で
沖
縄
返
還
を
テ
ー
マ
に
し
た
理
由
は
、
多
分
、
こ
の
感
覚
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
と
も
か
く
初
め
て
本
格
的
な
論
文
を
書
く
羽
目
に
陥
っ
て
四
苦
八
苦
の
末
、
締
め
切
り
ぎ
り
ぎ
り
に
都
立
大
の
受
付
窓
口
に
駆
け
込
ん
だ
こ
と
だ
け
は
鮮
明
に
覚
え
て
い
る
。
二
、「
沖
縄
返
還
を
め
ぐ
る
日
米
交
渉
一
九
六
五
─
一
九
六
九
」（『
年
報
・
近
代
日
本
研
究
七
号
　
日
本
外
交
の
危
機
認
識
』
一
九
八
五
／
一
〇
、
山
川
出
版
社
）
　
博
士
課
程
に
進
学
後
、
近
代
日
本
研
究
会
の
年
報
に
執
筆
さ
せ
て
も
ら
う
こ
と
に
な
っ
た
。
初
め
て
外
部
の
研
究
会
に
入
れ
て
頂
き
先
生
方
の
前
で
報
告
し
緊
張
し
た
。
先
生
方
か
ら
は
戦
後
史
を
テ
ー
マ
に
博
士
論
文
を
書
く
事
に
つ
い
て
驚
か
れ
た
記
憶
が
あ
る
。
当
時
は
一
次
資
料
が
少
な
い
頃
だ
っ
た
が
、
こ
の
論
文
で
初
め
て
外
交
史
の
先
生
に
書
評
し
て
頂
い
た
。
三
、「
対
日
講
和
条
約
第
三
条
の
形
成
過
程
─
沖
縄
の
地
位
を
め
ぐ
る
国
務
省
と
統
合
参
謀
本
部
─
」（『
年
報
近
代
日
本
研
究
一
一
号
　
協
調
政
策
の
限
界
』
一
九
八
九
／
一
〇
、
山
川
出
版
社
）
　
こ
の
論
文
も
近
代
日
本
研
究
会
の
年
報
に
載
せ
て
頂
い
た
。
助
手
四
年
目
の
時
で
あ
る
。
執
筆
前
の
一
九
八
八
年
春
、
大
学
か
ら
フ
ァ
ン
ド
を
も
ら
っ
て
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
に
約
二
ヶ
月
取
材
旅
行
に
行
っ
た
。
出
発
前
に
国
会
図
書
館
の
憲
政
資
料
室
で
星
健
一
さ
ん
と
相
談
し
な
が
ら
「
沖
縄
」
の
デ
シ
マ
ル
・
ナ
ン
バ
ー
が
「
九
四
ｃ
」
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
こ
の
ナ
ン
バ
ー
で
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ア
ー
カ
イ
ヴ
ズ
の
資
料
請
求
を
し
閲
覧
室
で
待
っ
て
い
る
と
カ
ー
ト
に
山
の
よ
う
な
フ
ァ
イ
ル
が
出
て
来
て
驚
い
て
し
ま
っ
た
。
ま
だ
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ア
ー
カ
イ
ヴ
ズ
の
本
館
が
ペ
ン
シ
ル
ヴ
ァ
ニ
ア
通
り
に
あ
っ
た
頃
で
あ
る
。
国
務
省
の
Ｒ
Ｇ
五
九
の
他
に
Ｒ
Ｇ
三
一
九
と
主
な
業
績
と
回
顧
（
河
野
）
七
い
う
陸
軍
省
の
資
料
の
中
に
も
沖
縄
に
関
す
る
フ
ァ
イ
ル
が
沢
山
あ
っ
た
。
講
和
条
約
交
渉
の
さ
い
米
英
間
に
沖
縄
を
め
ぐ
る
見
解
の
相
違
が
あ
っ
た
こ
と
を
始
め
と
し
て
面
白
い
発
見
が
あ
っ
た
。
加
え
て
「
反
共
の
闘
士
」
と
言
わ
れ
て
い
た
Ｊ
・
Ｆ
・
ダ
レ
ス
に
妙
な
親
近
感
を
持
っ
た
こ
と
を
記
憶
し
て
い
る
。
た
だ
友
人
か
ら
は
条
約
の
形
成
過
程
と
条
約
の
解
釈
と
は
別
だ
、
と
言
わ
れ
て
し
ま
っ
た
。
そ
れ
は
と
も
か
く
、
こ
の
論
文
が
博
士
論
文
の
出
発
点
だ
っ
た
。
パ
ソ
コ
ン
を
初
め
て
使
っ
た
の
は
こ
の
時
で
あ
る
。
四
、「
吉
田
外
交
と
国
内
政
治
─
通
産
省
設
置
か
ら
電
力
借
款
導
入
ま
で
─
」（『
日
本
政
治
学
会
年
報
』
一
九
九
一
年
号
　
一
九
九
二
／
〇
三
、
岩
波
書
店
）
　
沖
縄
返
還
と
は
全
く
別
の
テ
ー
マ
で
初
め
て
書
い
た
論
文
。
御
厨
先
生
の
紹
介
で
日
本
政
治
学
会
年
報
（
村
松
岐
夫
先
生
編
集
）
の
研
究
会
に
入
れ
て
頂
い
て
報
告
し
た
と
き
も
緊
張
し
た
。
そ
れ
は
研
究
会
メ
ン
バ
ー
の
多
数
が
「
リ
ヴ
ァ
イ
ア
サ
ン
・
グ
ル
ー
プ
」、
つ
ま
り
ポ
リ
テ
ィ
カ
ル
・
サ
イ
エ
ン
ス
の
先
生
方
だ
っ
た
こ
と
と
関
係
が
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
こ
れ
を
書
い
て
よ
う
や
く
「
日
本
政
治
史
」
研
究
者
に
な
っ
た
気
が
し
た
。
御
厨
先
生
の
ゼ
ミ
で
読
ん
だ
『
芦
田
均
日
記
』
で
政
治
史
の
面
白
さ
が
解
っ
て
き
て
、
そ
こ
か
ら
関
心
が
広
が
っ
て
戦
後
政
党
政
治
の
形
成
期
に
興
味
を
持
ち
始
め
た
頃
で
あ
る
。
年
報
が
出
る
と
都
立
大
の
先
生
方
は
大
変
喜
ん
で
下
さ
っ
た
。
後
で
解
っ
た
こ
と
だ
が
升
味
先
生
は
政
治
学
会
設
立
当
時
の
事
務
局
に
関
わ
っ
て
い
ら
し
た
ら
し
い
。
と
も
か
く
、
こ
の
と
き
以
降
、
沖
縄
返
還
を
中
心
と
す
る
外
交
史
、
政
党
政
治
を
中
心
と
す
る
日
本
政
治
史
の
両
方
を
専
門
に
研
究
す
る
ス
タ
ン
ス
に
な
っ
た
よ
う
だ
。
振
り
返
っ
て
見
る
と
、
こ
れ
は
無
謀
な
ス
タ
ン
ス
だ
っ
た
。
や
は
り
二
つ
の
専
門
分
野
を
持
つ
こ
と
に
は
限
界
が
あ
っ
た
と
、
今
に
な
っ
て
思
う
。
五
、『
沖
縄
返
還
を
め
ぐ
る
政
治
と
外
交
─
日
米
関
係
の
文
脈
─
』
一
九
九
四
／
一
、
東
京
大
学
出
版
会
　
博
士
論
文
。
博
士
の
学
位
を
も
ら
っ
た
け
れ
ど
出
版
の
当
て
は
な
か
っ
た
。
都
立
大
の
岡
部
先
生
が
紹
介
し
て
下
さ
り
、
当
時
、
駒
場
に
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
渡
邉
昭
夫
先
生
が
推
薦
し
て
下
さ
っ
て
、
よ
う
や
く
本
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
日
本
の
外
交
政
策
を
書
い
た
つ
法
学
志
林
　
第
一
一
五
巻
　
第
一
・
二
号
合
併
号
八
も
り
な
の
に
ア
メ
リ
カ
の
資
料
で
ま
と
め
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
の
資
料
の
中
に
日
本
政
府
の
動
向
が
出
て
い
た
し
日
本
政
府
の
資
料
は
、
平
和
条
約
関
連
を
除
い
て
殆
ど
未
公
開
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
出
版
の
前
の
年
に
は
既
に
法
政
で
採
用
さ
れ
て
い
た
の
で
、
本
書
の
校
正
と
、
第
一
年
目
の
「
日
本
政
治
史
」
講
義
の
準
備
を
平
行
し
て
行
う
こ
と
に
な
り
多
忙
を
極
め
た
記
憶
が
あ
る
。
六
、「
復
興
期
の
政
党
政
治
─
軍
需
補
償
打
ち
切
り
問
題
を
中
心
と
し
て
」（『
法
学
志
林
』
第
九
八
巻
第
四
号
、
二
〇
〇
一
／
〇
三
）
　
初
め
て
『
法
学
志
林
』
に
執
筆
さ
せ
て
も
ら
っ
た
。
一
九
九
九
年
に
中
央
線
沿
線
に
引
っ
越
し
た
こ
と
か
ら
、
一
橋
の
塚
田
さ
ん
（
都
立
大
の
先
輩
）
の
研
究
会
に
誘
わ
れ
た
。
国
立
在
住
の
升
味
先
生
を
囲
む
会
だ
っ
た
。
こ
の
会
で
報
告
し
た
内
容
を
紀
要
に
書
く
よ
う
先
生
に
勧
め
ら
れ
て
書
い
た
の
で
あ
る
。
二
〇
〇
〇
年
に
国
内
研
究
を
頂
い
て
少
し
時
間
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
七
、『
日
本
の
歴
史
　
第
二
四
巻
　
戦
後
と
高
度
成
長
の
終
焉
』
二
〇
〇
二
／
一
二
講
談
社
（
二
〇
一
〇
年
増
補
文
庫
版
）
　
法
政
に
来
て
し
ば
ら
く
経
っ
た
頃
、
講
談
社
か
ら
執
筆
の
話
が
あ
っ
て
お
引
き
受
け
し
た
。
し
か
し
、
な
か
な
か
書
け
な
か
っ
た
。
「
日
本
政
治
史
」
の
講
義
ノ
ー
ト
を
も
と
に
原
稿
を
ま
と
め
る
と
、
そ
の
度
に
新
し
い
著
書
や
論
文
が
次
々
に
刊
行
さ
れ
、
そ
う
し
た
成
果
を
吸
収
し
て
か
ら
書
く
、
と
い
う
こ
と
を
繰
り
返
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
当
時
は
講
義
ノ
ー
ト
を
準
備
す
る
の
も
大
変
で
苦
労
の
連
続
だ
っ
た
。
よ
う
や
く
区
切
り
を
付
け
て
出
し
て
も
ら
っ
た
。
普
通
は
、
個
別
論
文
を
一
通
り
書
い
た
後
に
通
史
を
書
く
も
の
ら
し
い
。
私
は
先
に
通
史
を
書
い
て
し
ま
っ
た
の
で
、
あ
る
重
鎮
の
先
生
か
ら
戒
め
ら
れ
た
記
憶
が
あ
る
。
こ
の
本
は
、
そ
の
後
文
庫
版
に
な
っ
た
。
八
、「
鳩
山
・
石
橋
内
閣
期
の
沖
縄
─
「
沖
縄
の
地
位
」
を
め
ぐ
る
政
治
を
中
心
に
」（『
法
学
志
林
』
第
一
〇
四
巻
第
三
号
、
二
〇
〇
七
／
二
）
　
在
外
研
究
に
行
か
せ
て
も
ら
う
こ
と
に
な
り
、
二
〇
〇
七
年
春
ワ
シ
ン
ト
ン
を
再
訪
し
た
。
出
か
け
る
前
に
、
手
元
の
資
料
で
書
け
る
こ
と
を
ま
と
め
て
お
く
つ
も
り
で
書
い
た
。
ア
メ
リ
カ
の
沖
縄
統
治
が
、
冷
戦
下
の
軍
事
的
要
請
に
よ
っ
て
実
施
さ
れ
て
い
た
に
も
主
な
業
績
と
回
顧
（
河
野
）
九
拘
わ
ら
ず
、
統
治
の
政
治
的
正
統
性
が
極
め
て
脆
弱
だ
っ
た
こ
と
が
解
っ
た
。
こ
の
視
点
は
そ
の
後
の
論
文
執
筆
の
軸
に
な
っ
た
。
九
、「
沖
縄
返
還
と
地
域
的
役
割
分
担
論
（
一
）」（『
法
学
志
林
』
第
一
〇
六
巻
第
一
号
、
二
〇
〇
八
／
八
）、
一
〇
、「
沖
縄
返
還
と
地
域
的
役
割
分
担
論
（
二
）」（『
法
学
志
林
』
第
一
〇
六
巻
第
三
号
、
二
〇
〇
九
／
二
）
　
二
度
目
の
訪
米
で
は
ペ
ン
シ
ル
ヴ
ァ
ニ
ア
通
り
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ア
ー
カ
イ
ヴ
ズ
本
館
で
は
な
く
、
そ
こ
か
ら
シ
ャ
ト
ル
・
バ
ス
で
行
く
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
大
学
カ
レ
ッ
ジ
・
パ
ー
ク
の
分
館
に
毎
日
の
よ
う
に
通
っ
た
。
地
下
鉄
レ
ッ
ド
・
ラ
イ
ン
の
ベ
セ
ス
ダ
駅
近
く
に
借
り
た
ア
パ
ー
ト
で
論
文
を
二
本
書
い
て
志
林
に
載
せ
て
頂
い
た
。
原
稿
は
メ
ー
ル
で
送
り
、
校
正
の
や
り
取
り
は
フ
ェ
デ
ッ
ク
ス
だ
っ
た
。
こ
の
と
き
ア
メ
リ
カ
の
物
流
シ
ス
テ
ム
に
は
問
題
が
多
い
こ
と
に
気
が
付
い
た
。
志
林
論
文
の
校
正
が
無
事
に
や
り
取
り
で
き
た
の
は
幸
運
だ
っ
た
と
思
う
。
も
う
一
つ
別
の
論
文
は
、
東
京
か
ら
送
っ
た
ゲ
ラ
が
と
う
と
う
私
の
ア
パ
ー
ト
ま
で
届
か
ず
に
送
り
返
さ
れ
て
し
ま
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
　
資
料
を
読
む
う
ち
に
、
施
政
権
返
還
に
対
す
る
近
隣
諸
国
─
特
に
韓
国
・
台
湾
の
複
雑
な
反
応
が
解
っ
た
。
両
国
は
返
還
に
よ
っ
て
沖
縄
基
地
が
本
土
並
み
に
な
る
こ
と
で
、
自
国
の
安
全
保
障
が
脅
か
さ
れ
る
と
考
え
て
い
た
の
で
あ
る
。
シ
ャ
ト
ル
・
バ
ス
で
一
緒
に
往
復
す
る
友
人
達
に
話
し
て
み
る
と
論
文
に
な
る
よ
う
な
気
が
し
て
き
て
書
く
こ
と
に
な
っ
た
。
続
い
て
（
三
）
も
執
筆
予
定
だ
っ
た
が
、
帰
国
後
忙
し
く
な
っ
て
書
け
な
く
な
っ
た
。
忙
し
く
な
っ
た
の
は
、
政
権
交
代
で
新
た
に
発
足
し
た
民
主
党
政
権
の
も
と
「
い
わ
ゆ
る
密
約
に
関
す
る
調
査
」
が
始
ま
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
一
一
、「
沖
縄
返
還
と
有
事
の
核
の
再
持
ち
込
み
」（『
い
わ
ゆ
る
「
密
約
」
問
題
に
関
す
る
有
識
者
委
員
会
報
告
書
　
第
四
章
』
二
〇
一
〇
／
三
）
　
民
主
党
政
権
の
岡
田
外
相
は
、
い
わ
ゆ
る
密
約
と
し
て
①
核
搭
載
艦
船
の
一
時
寄
港
（
安
保
条
約
改
定
の
際
の
核
持
込
み
）、
②
朝
鮮
半
島
有
事
と
事
前
協
議
（
安
保
条
約
改
定
の
際
の
朝
鮮
議
事
録
）、
③
沖
縄
返
還
と
有
事
の
核
の
再
持
ち
込
み
、
④
沖
縄
返
還
と
原
法
学
志
林
　
第
一
一
五
巻
　
第
一
・
二
号
合
併
号
一
〇
状
回
復
補
償
費
の
肩
代
わ
り
、
の
四
点
を
挙
げ
て
有
識
者
委
員
会
を
発
足
さ
せ
調
査
す
る
こ
と
を
決
め
た
。
そ
の
委
員
会
メ
ン
バ
ー
に
な
っ
た
の
で
、
上
記
一
〇
の
続
編
と
な
る
論
文
を
書
く
時
間
が
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。
二
〇
〇
九
年
一
一
月
か
ら
翌
年
三
月
ま
で
霞
ヶ
関
の
外
務
省
の
一
室
に
通
っ
て
外
交
記
録
を
読
み
密
約
の
有
無
、
そ
の
評
価
な
ど
に
つ
い
て
報
告
書
を
書
い
た
。
　
私
が
主
に
担
当
し
た
第
四
章
で
は
沖
縄
返
還
と
有
事
の
核
再
持
込
み
に
つ
い
て
書
い
た
。
こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
、
い
わ
ゆ
る
若
泉
密
約
の
外
交
史
的
評
価
で
あ
っ
た
。
一
九
六
九
年
の
返
還
交
渉
終
盤
で
若
泉
敬
が
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
補
佐
官
と
の
間
で
極
秘
の
合
意
議
事
録
を
作
成
し
、
こ
れ
に
首
脳
会
談
で
佐
藤
首
相
と
ニ
ク
ソ
ン
大
統
領
が
署
名
し
た
と
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
調
査
が
始
ま
っ
て
も
合
意
議
事
録
の
原
本
は
お
ろ
か
コ
ピ
ー
も
含
め
て
省
内
で
は
見
付
か
ら
な
か
っ
た
。
結
局
二
〇
〇
九
年
一
二
月
二
二
日
、
讀
賣
新
聞
の
ス
ク
ー
プ
で
、
佐
藤
信
二
（
佐
藤
首
相
の
ご
子
息
）
邸
か
ら
原
本
が
発
見
さ
れ
た
と
の
報
道
が
あ
っ
た
。
新
聞
社
か
ら
の
連
絡
で
大
学
か
ら
の
帰
り
、
コ
ン
ビ
ニ
で
夕
刊
を
買
っ
て
熟
読
し
た
が
原
本
に
ほ
ぼ
間
違
い
な
い
と
思
っ
た
。
佐
藤
と
ニ
ク
ソ
ン
の
自
筆
サ
イ
ン
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
　
こ
の
合
意
議
事
録
を
ど
の
よ
う
に
評
価
す
る
の
か
。
つ
ま
り
交
渉
成
立
に
向
け
て
、
合
意
議
事
録
が
果
し
た
役
割
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
か
。
報
告
書
第
四
章
で
私
は
、
合
意
議
事
録
が
な
け
れ
ば
交
渉
は
成
立
し
な
か
っ
た
、
と
は
言
い
切
れ
な
い
、
と
結
論
付
け
た
の
で
あ
る
。
詳
細
は
省
く
が
、
そ
の
後
、
こ
の
論
点
は
複
数
の
研
究
書
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
。
し
か
し
現
在
に
至
る
ま
で
、
そ
の
評
価
は
分
か
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
一
方
で
議
事
録
が
な
け
れ
ば
交
渉
は
成
立
し
な
か
っ
た
、
と
の
立
場
が
あ
り
、
他
方
で
、
議
事
録
が
な
く
て
も
交
渉
は
妥
結
し
た
の
で
は
な
い
か
、
或
い
は
、
現
状
で
は
そ
の
因
果
関
係
を
判
断
で
き
な
い
、
と
い
う
立
場
も
依
然
と
し
て
強
い
。
一
連
の
研
究
に
は
首
肯
す
べ
き
多
く
の
指
摘
が
あ
り
参
考
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
今
の
と
こ
ろ
、
報
告
書
の
結
論
を
修
正
す
る
必
要
は
な
い
、
と
考
え
て
い
る
。
　
と
こ
ろ
で
三
月
に
報
告
書
が
出
る
と
メ
デ
ィ
ア
の
関
心
は
専
ら
「
密
約
の
有
無
」
に
集
中
し
た
。
つ
ま
り
政
府
が
合
意
議
事
録
を
密
主
な
業
績
と
回
顧
（
河
野
）
一
一
約
と
認
定
す
る
か
ど
う
か
、
が
注
目
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
私
と
し
て
は
、
合
意
議
事
録
を
密
約
と
呼
ぶ
か
否
か
に
関
わ
ら
ず
、
そ
の
評
価
こ
そ
が
重
要
と
考
え
て
い
た
の
で
、
メ
デ
ィ
ア
の
報
道
に
は
や
や
違
和
感
が
残
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
る
。
一
二
、「
沖
縄
返
還
と
日
本
外
交
」（
外
務
省
外
交
史
料
館
『
外
交
史
料
館
報
』
二
〇
一
二
／
一
二
）
　
外
務
省
の
外
交
史
料
館
で
行
っ
た
講
演
の
テ
ー
プ
を
起
こ
し
て
ま
と
め
た
も
の
。
講
演
で
は
、
一
九
六
〇
年
の
安
保
条
約
改
定
交
渉
で
沖
縄
問
題
が
ど
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
た
の
か
、
と
い
う
点
を
外
務
省
の
開
示
文
書
で
跡
づ
け
た
。
一
三
、「
日
米
安
全
保
障
条
約
改
定
交
渉
と
沖
縄
」（
坂
本
一
登
・
五
百
旗
頭
薫
編
『
日
本
政
治
史
の
新
地
平
』
二
〇
一
三
／
一
、
吉
田
書
店
）
　
一
二
の
論
文
を
更
に
展
開
し
、
日
米
両
国
の
資
料
を
照
合
し
て
書
い
た
。
都
立
大
の
先
輩
で
あ
る
坂
本
さ
ん
に
誘
っ
て
頂
い
て
研
究
会
に
入
れ
て
も
ら
っ
た
が
、
日
本
政
治
史
の
匆
々
た
る
メ
ン
バ
ー
の
報
告
を
聞
く
機
会
に
恵
ま
れ
て
嬉
し
か
っ
た
。
し
か
し
論
文
提
出
は
お
そ
ら
く
最
も
遅
か
っ
た
と
思
う
。
吉
田
書
店
さ
ん
に
は
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
て
し
ま
っ
た
。
安
保
条
約
改
定
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
改
定
交
渉
に
現
わ
れ
た
沖
縄
を
め
ぐ
る
官
僚
、
与
野
党
の
認
識
を
書
き
た
か
っ
た
。
同
時
に
、
条
約
改
定
の
際
に
、
沖
縄
が
条
約
区
域
に
含
ま
れ
な
い
こ
と
と
な
っ
た
経
緯
を
書
き
た
か
っ
た
。
何
故
な
ら
、
含
ま
れ
な
か
っ
た
こ
と
で
事
前
協
議
制
度
が
沖
縄
基
地
に
は
適
用
さ
れ
ず
、
そ
の
結
果
、
基
地
の
自
由
使
用
が
継
続
し
た
か
ら
で
あ
る
。
一
四
、「
佐
藤
内
閣
期
の
外
務
省
と
沖
縄
問
題
─
全
面
返
還
論
の
選
択
を
め
ぐ
っ
て
─
」（『
法
学
志
林
』
第
一
一
〇
巻
第
四
号
、
二
〇
一
三
／
三
）
　
沖
縄
返
還
に
つ
い
て
佐
藤
政
権
と
外
務
省
の
対
応
を
書
い
た
。
一
三
を
書
い
た
と
き
、
安
保
改
定
の
際
の
東
郷
文
彦
安
保
課
長
が
書
い
た
多
く
の
電
信
や
メ
モ
を
読
ん
だ
の
で
、
そ
の
後
、
沖
縄
返
還
で
同
じ
東
郷
北
米
局
長
が
書
い
た
多
く
の
資
料
を
読
む
の
が
楽
し
か
っ
た
。
安
保
改
定
交
渉
の
と
き
東
郷
の
カ
ウ
ン
タ
ー
・
パ
ー
ト
は
国
務
省
の
Ｒ
・
ス
ナ
イ
ダ
ー
日
本
部
長
だ
っ
た
。
沖
縄
返
還
交
渉
の
法
学
志
林
　
第
一
一
五
巻
　
第
一
・
二
号
合
併
号
一
二
と
き
も
、
東
郷
と
ス
ナ
イ
ダ
ー
は
実
務
の
中
心
だ
っ
た
。
一
五
、「
池
田
・
ケ
ネ
デ
ィ
会
談
再
考
」（『
法
学
志
林
』
第
一
一
一
巻
第
二
号
、
二
〇
一
三
／
一
一
）
　
こ
の
論
文
で
は
、
佐
藤
内
閣
期
か
ら
遡
っ
て
池
田
内
閣
期
の
沖
縄
を
め
ぐ
る
認
識
を
書
い
た
。
池
田
政
権
の
ス
ポ
ー
ク
ス
マ
ン
と
も
言
う
べ
き
宮
澤
喜
一
が
池
田
・
ケ
ネ
デ
ィ
会
談
に
つ
い
て
書
き
残
し
た
エ
ッ
セ
イ
を
実
際
の
議
事
録
と
照
合
し
た
の
で
あ
る
。
当
時
の
日
本
政
府
は
ア
メ
リ
カ
に
よ
る
核
兵
器
配
備
に
反
対
し
て
い
た
。
で
は
沖
縄
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
た
か
、
が
テ
ー
マ
で
あ
っ
た
。
一
六
、「
池
田
内
閣
期
の
沖
縄
問
題
」（
一
）」（『
法
学
志
林
』
第
一
一
一
巻
第
四
号
、
二
〇
一
四
／
三
）
　
一
五
の
論
文
の
続
編
。
こ
の
テ
ー
マ
を
書
い
て
み
て
、
沖
縄
返
還
と
い
う
課
題
を
冷
戦
秩
序
の
変
容
の
な
か
で
考
え
る
と
い
う
視
点
に
気
付
い
た
。
つ
ま
り
一
九
六
〇
年
代
に
入
る
と
沖
縄
は
米
ソ
の
軍
事
対
立
と
い
う
枠
組
み
だ
け
で
は
理
解
で
き
な
く
な
っ
て
く
る
。
そ
の
一
端
が
沖
縄
の
立
法
院
が
国
連
に
向
け
て
送
付
し
た
反
植
民
地
決
議
で
あ
っ
た
。
こ
の
決
議
を
め
ぐ
る
ワ
シ
ン
ト
ン
、
東
京
、
那
覇
の
動
き
と
、
そ
の
政
治
的
意
味
を
考
え
て
書
い
た
。
こ
こ
か
ら
ケ
ネ
デ
ィ
政
権
の
政
策
転
換
が
生
じ
、
大
統
領
の
沖
縄
新
声
明
が
発
表
さ
れ
た
。
新
声
明
は
沖
縄
が
日
本
領
土
の
一
部
で
あ
る
こ
と
を
明
言
し
て
お
り
画
期
的
な
内
容
と
な
っ
た
。
し
か
し
沖
縄
現
地
の
米
民
政
府
は
こ
の
声
明
を
歓
迎
せ
ず
、
む
し
ろ
沖
縄
と
日
本
の
離
間
政
策
を
強
め
る
。
こ
れ
が
沖
縄
政
界
に
混
乱
を
生
じ
る
一
因
と
な
り
、
こ
こ
か
ら
日
米
両
国
政
府
は
沖
縄
問
題
を
米
国
に
よ
る
統
治
の
安
定
で
な
く
施
政
権
返
還
問
題
と
し
て
捉
え
始
め
た
。
こ
れ
が
施
政
権
返
還
へ
の
第
一
歩
で
あ
っ
た
。
一
七
、「
朝
海
浩
一
郎
日
記
抄
（
一
）」（『
法
学
志
林
』
第
一
一
二
巻
第
一
号
、
二
〇
一
四
／
九
）
一
八
、「
朝
海
浩
一
郎
日
記
抄
（
二
・
完
）」（『
法
学
志
林
』
第
一
一
二
巻
第
二
号
、
二
〇
一
五
／
一
）
　
渡
邉
先
生
か
ら
日
記
の
存
在
を
教
え
て
頂
き
、
若
手
の
外
交
史
研
究
者
に
集
っ
て
頂
い
て
「
朝
海
浩
一
郎
日
記
研
究
会
」
を
立
ち
上
主
な
業
績
と
回
顧
（
河
野
）
一
三
げ
た
。
先
生
の
紹
介
で
ご
子
息
の
朝
海
和
夫
大
使
に
お
会
い
す
る
こ
と
が
で
き
、
湘
南
片
瀬
の
朝
海
邸
に
伺
っ
て
日
記
を
お
借
り
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
日
記
は
戦
前
か
ら
戦
後
ま
で
の
長
期
に
亘
る
。
朝
海
は
第
二
次
吉
田
内
閣
の
連
絡
調
整
中
央
事
務
局
（
終
戦
連
絡
事
務
局
の
後
身
）
長
官
等
を
務
め
、
そ
の
後
、
約
六
年
に
亘
り
駐
米
大
使
を
務
め
た
。
日
記
に
は
英
国
女
王
の
戴
冠
式
、
バ
ン
ド
ン
会
議
、
キ
ュ
ー
バ
危
機
等
を
含
む
戦
後
政
治
の
重
要
な
ト
ピ
ッ
ク
が
活
写
さ
れ
て
い
る
。
既
に
和
夫
大
使
に
よ
る
日
記
の
抄
録
が
あ
っ
た
の
で
研
究
会
で
校
閲
し
志
林
に
載
せ
て
頂
い
た
。
現
在
、
研
究
会
で
戦
後
の
日
記
全
体
を
翻
刻
中
で
あ
る
。
一
九
、「
五
五
年
体
制
と
領
土
─
沖
縄
・
小
笠
原
と
北
方
四
島
を
め
ぐ
っ
て
」（
下
斗
米
伸
夫
編
『
日
露
関
係
　
歴
史
と
現
代
』
二
〇
一
五
／
三
、
法
政
大
学
出
版
局
）
　
下
斗
米
先
生
に
誘
わ
れ
て
共
同
研
究
に
入
れ
て
も
ら
っ
た
。
こ
れ
ま
で
お
付
き
合
い
の
な
か
っ
た
日
ソ
関
係
研
究
者
と
の
交
流
が
刺
激
的
で
充
実
し
て
い
た
。
シ
ベ
リ
ア
抑
留
や
引
揚
げ
な
ど
の
テ
ー
マ
が
新
鮮
だ
っ
た
こ
と
に
加
え
て
、
北
方
四
島
の
問
題
を
沖
縄
と
比
較
し
て
考
え
る
機
会
に
恵
ま
れ
た
。
二
〇
、「
外
交
を
め
ぐ
る
意
思
決
定
と
自
民
党
─
外
交
調
査
会
を
中
心
に
─
」（
奥
健
太
郎
・
河
野
康
子
編
著
『
自
民
党
政
治
の
源
流
』
二
〇
一
五
／
九
、
吉
田
書
店
）
　
二
〇
〇
八
年
末
か
ら
始
ま
っ
た
共
同
研
究
の
成
果
。
研
究
会
と
合
宿
を
積
み
重
ね
る
う
ち
に
法
案
の
与
党
事
前
審
査
制
と
い
う
共
通
の
課
題
が
浮
上
し
た
。
そ
の
な
か
で
外
交
課
題
を
め
ぐ
る
与
党
と
官
僚
の
関
係
が
、
他
の
内
政
課
題
と
ど
の
よ
う
に
異
な
る
の
か
、
に
関
心
を
持
っ
て
書
い
た
論
文
。
二
一
、「
樋
口
レ
ポ
ー
ト
の
作
成
過
程
と
地
域
概
念
」（
河
野
康
子
・
渡
邉
昭
夫
編
著
『
安
全
保
障
政
策
と
戦
後
日
本
』
二
〇
一
六
／
八
、
千
倉
書
房
）
　
渡
邉
先
生
が
、
細
川
内
閣
期
に
発
足
し
た
樋
口
懇
談
会
（
正
式
名
称
「
防
衛
問
題
懇
談
会
」）
に
参
加
さ
れ
、
そ
の
議
事
録
と
関
連
法
学
志
林
　
第
一
一
五
巻
　
第
一
・
二
号
合
併
号
一
四
資
料
を
保
存
さ
れ
て
い
た
の
で
、
先
生
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
つ
つ
研
究
会
で
議
事
録
を
読
む
こ
と
に
な
っ
た
。
沖
縄
返
還
の
研
究
が
発
端
と
な
っ
て
日
本
の
安
全
保
障
政
策
に
も
関
心
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
て
い
た
の
で
、
良
い
機
会
だ
っ
た
。
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
は
ご
自
宅
で
行
わ
れ
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
中
に
奥
様
が
先
生
の
記
憶
を
訂
正
し
て
下
さ
り
つ
つ
進
行
し
た
こ
と
が
忘
れ
ら
れ
な
い
。
こ
の
研
究
会
を
通
し
て
日
本
外
交
に
お
け
る
冷
戦
の
意
味
と
、
と
そ
の
終
結
の
波
紋
を
考
え
る
契
機
を
得
た
と
思
う
。
二
二
、「
池
田
内
閣
期
の
沖
縄
問
題
」（
二
・
完
）」（『
法
学
志
林
』
第
一
一
四
巻
第
四
号
、
二
〇
一
七
／
三
）
　
一
六
の
続
編
。
岸
内
閣
後
半
か
ら
池
田
内
閣
前
半
は
沖
縄
の
施
政
権
返
還
へ
向
け
た
問
題
提
起
が
封
じ
ら
れ
た
時
代
だ
っ
た
。
そ
う
し
た
時
代
の
沖
縄
現
地
と
日
本
政
府
の
動
向
を
書
い
た
。
国
連
で
ア
メ
リ
カ
の
沖
縄
統
治
が
異
民
族
統
治
で
あ
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
、
沖
縄
統
治
の
政
治
的
正
統
性
を
め
ぐ
る
揺
ら
ぎ
が
強
ま
る
中
で
沖
縄
の
施
政
権
返
還
問
題
が
争
点
と
し
て
浮
上
す
る
。
こ
の
過
程
が
直
ち
に
返
還
に
結
び
つ
い
た
訳
で
は
な
い
が
、
長
期
的
に
は
施
政
権
返
還
の
争
点
化
過
程
が
外
務
省
中
堅
層
と
国
務
省
を
動
か
し
、
次
第
に
外
務
省
上
層
部
の
認
識
を
も
変
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
沖
縄
返
還
へ
の
動
き
は
佐
藤
内
閣
以
前
か
ら
既
に
始
ま
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
二
三
、「『
佐
藤
榮
作
日
記
』
と
『
楠
田
實
日
記
』
─
長
期
政
権
下
の
外
交
と
内
政
」（
黒
沢
文
貴
・
季
武
嘉
也
編
で
著
『
日
記
で
読
む
近
現
代
日
本
政
治
史
』
二
〇
一
七
／
四
、
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
）
　
季
武
先
生
と
黒
沢
文
貴
先
生
か
ら
誘
っ
て
頂
い
て
書
く
事
に
な
っ
た
。
も
と
も
と
政
治
家
の
日
記
に
は
興
味
が
あ
り
、『
佐
藤
日
記
』
と
『
楠
田
日
記
』
は
既
に
熟
読
し
て
い
た
の
で
お
引
き
受
け
し
た
。
し
か
し
同
時
に
、
日
記
と
い
う
資
料
に
は
多
く
の
陥
穽
が
あ
る
こ
と
に
も
気
が
付
い
た
。
面
白
か
っ
た
反
面
、
書
く
こ
と
は
難
し
い
経
験
だ
っ
た
。
書
き
上
げ
て
安
堵
し
た
が
、
こ
れ
で
良
い
の
か
ど
う
か
迷
い
が
残
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
る
。
二
四
、
河
野
康
子
、
平
良
好
利
編
『
対
話
　
沖
縄
の
戦
後
―
政
治
・
歴
史
・
思
考
』（
二
〇
一
七
／
六
、
吉
田
書
店
）
　
二
〇
一
三
年
か
ら
科
研
費
を
と
っ
て
「
戦
後
体
制
の
中
の
沖
縄
に
関
す
る
共
同
研
究
」
を
始
め
た
。
年
一
回
の
沖
縄
調
査
旅
行
と
東
主
な
業
績
と
回
顧
（
河
野
）
一
五
京
で
の
研
究
会
が
楽
し
か
っ
た
。
共
同
研
究
の
成
果
を
ま
と
め
て
吉
田
書
店
か
ら
出
し
て
頂
い
た
。
幸
い
書
評
に
も
恵
ま
れ
広
く
読
ま
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
　
以
上
、
成
澤
さ
ん
の
言
葉
で
言
え
ば
「
素
朴
な
政
治
史
」
の
枠
を
超
え
ら
れ
な
い
ま
ま
研
究
を
続
け
て
き
た
。
四
年
ほ
ど
前
か
ら
着
手
し
て
い
る
新
著
を
出
す
こ
と
が
目
標
と
な
っ
て
い
る
が
政
治
史
の
枠
を
超
え
る
ど
こ
ろ
か
、
先
行
研
究
を
超
え
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
、
が
今
の
テ
ー
マ
で
あ
る
。
（
以
上
）　
　
　
　
　
